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戦
争
へ
の
道
を

　
　
　
許
さ
な
い

歓迎
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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

戦
争
法
案
反
対
に

　
　
　連
日
の
座
り
込
み

集
中
行
進
で

　
　
平
和
を
訴
え
る
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安
倍
政
権
は
憲
法
違
反
の
「
戦
争
法
案
」

を
国
会
に
上
程
し
、
自
衛
隊
を
米
軍
と
と
も

に
世
界
各
地
の
戦
争
へ
参
加
さ
せ
る
準
備
に

躍
起
に
な
っ
て
い
て
、
今
国
会
中
に
成
立
さ

せ
る
た
め
に
、
九
月
二
七
日
ま
で
の
大
幅
な

会
期
延
長
を
強
行
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
各
労
働
組
合
、
市
民
団
体
、

学
生
な
ど
、
平
和
を
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

た
ち
が
「
戦
争
法
案
」
反
対
の
行
動
を
強
め

て
い
て
、
中
で
も
国
会
周
辺
で
様
々
な
集
会

が
連
続
的
に
行
わ
れ
た
。

国
労
東
京
地
方
本
部
も
、
五
月
末
か
ら

六
月
末
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
国
会
前
座
り

込
み
行
動
（
主
催
・
戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
）
に
参

加
し
て
き
た
。
連
日
の
行
動
に
、各
地
区
本
部
・

支
部
か
ら
多
く
の
組
合
員
の
参
加
を
得
て
、
連

日
国
労
の
旗
が
議
員
会
館
前
に
立
て
ら
れ
た
。

集
会
に
は
、
野
党
の
国
会
議
員
や
党
首
級
の
方

も
多
く
参
加
し
、
情
勢
の
報
告
も
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
参
加
し
た
団
体
か
ら
は
、
各
県
の
取
り

組
み
な
ど
も
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
も
国
会
に
向
け
、
戦
争
反
対
、
九
条

壊
す
な
、
政
権
の
暴
走
を
止
め
よ
う
、
法
案
廃

案
な
ど
怒
り
を
も
っ
て
何
度
も
行
わ
れ
、
国
会

周
辺
に
響
き
渡
っ
た
。

　

六
月
一
四
日
一
四
時
か
ら
は
、
集
中
し
た
抗

議
行
動
が
国
会
周
辺
で
行
わ
れ
、
二
万
五
千
人

が
結
集
し
戦
争
法
案
反
対
を
訴
え
た
。
ま
た
、
六

月
二
三
日
一
八
時
三
〇
分
か
ら
は
、
日
比
谷
野
音

に
お
い
て
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員

会
の
主
催
で
、「
戦
争
へ
の
道
を
ゆ
る
さ
な
い
六
・

二
三
東
京
集
会
」
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
集
会
に

も
、
国
労
東
京
か
ら
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

戦
争
法
案
反
対
を
力
強
く
訴
え
て
き
た
。

7 月 5 日

6/15　神奈川地区本部

6/17　大宮地区本部

　

安
倍
自
公
政
権
が
国
会
で
戦
争
法
案
可
決
に
向

け
躍
起
に
な
っ
て
い
る
今
、
様
々
な
団
体
・
組
織

が
反
戦
・
平
和
に
向
け
て
、
全
力
を
あ
げ
て
き
て

い
る
。
そ
の
中
、
六
月
二
三
日
一
八
時
三
〇
分
か

ら
、「
戦
争
へ
の
道
を
ゆ
る
さ
な
い
六
・
二
三
東
京

集
会
」（
主
催
・
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人

委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
、
国
労
東
京
地
方
本
部
を

は
じ
め
、
各
地
区
本
部
・
支
部
か
ら
多
く
の
組
合

員
が
結
集
し
た
。
自
治
労
や
私
鉄
、
多
く
の
平
和

団
体
な
ど
平
和
を
求
め
る
二
五
〇
〇
名
の
仲
間
が

結
集
し
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
を
埋
め
尽
く
し

た
。

　

集
会
で
、
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・
佐
藤
議
長
は

「
今
日
六
月
二
三
日
は
沖
縄
戦
が
終
結
し
た
慰
霊

の
日
。
こ
の
過
ち
を
絶
対
に
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
や
、
オ
ス
プ
レ
イ
横

田
基
地
配
備
な
ど
、
国
民
の
安
全
を
犠
牲
に
し
た

施
策
を
絶
対
に
許
さ
な
い
。
国
会
で
は
安
全
保
障

関
係
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
安
全
法
制
を
根

底
か
ら
覆
す
法
案
を
数
の
論
理
で
通
す
な
ど
言
語

道
断
。
平
和
憲
法
を
守
り
抜
き
、
後
世
に
ツ
ケ
を

回
さ
す
こ
と
な
く
、
戦
争
が
で
き
る
国
に
は
絶
対

に
さ
せ
な
い
決
意
を
し
よ
う
」
な
ど
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
社
民
党
・
吉
田
党

首
は
「
沖
縄
戦
、
太
平
洋
戦
争
の
教
訓
は
、
二
度

と
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
軍
隊
は

住
民
を
助
け
な
い
。
抑
止
力
を
掲
げ
、
武
力
行
使

を
背
景
に
し
て

政
策
を
進
め
る

事
は
、
際
限
が

無
く
な
る
。
日

本
が
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の

は
、
北
東
ア
ジ

ア
で
粘
り
強
い

外
交
努
力
で
平

和
構
築
の
先
頭

に
立
つ
事
。
後

方
支
援
が
戦
闘

地
域
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
が
、
戦
争
で
ま
ず
攻
め
ら
れ
る

の
は
食
料
や
弾
薬
な
ど
の
補
給
部
隊
」
な
ど
と

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
他
、

沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
や
第
九
次
横
田
基
地

公
害
訴
訟
原
告
団
な
ど
多
く
の
方
か
ら
あ
い
さ

つ
や
連
帯
の
決
意
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
東
京
地
公
労
・
座
光
寺
副
議
長
か

ら
、「
今
日
は
沖
縄
慰
霊
の
日
。
沖
縄
と
連
帯

し
、
戦
争
法
案
廃
案
に
向
け
全
力
で
闘
っ
て
い

こ
う
」
と
ま
と
め
が
さ
れ
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
闘
い
の
一
層
の
強
化
の
決
意
を
全
体
で
固
め

あ
っ
た
。

　

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
六
月
六
日
に

恒
例
の
三
多
摩
集
中
行
進
を
行
い
、
国
労
八
王
子

地
区
本
部
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

国
分
寺
市
役
所
、
府
中
市
役
所
な
ど
四
ケ
所

に
分
散
し
て
集

合
。
行
進
を
し
な

が
ら
、
憲
法
改
悪
反

対
、
集
団
的
自
衛
権

容
認
阻
止
、
戦
争

関
連
法
案
の
制
定

反
対
、
原
発
再
稼
働

反
対
な
ど
を
沿
道

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
最

後
に
立
川
駅
南
口

の
立
川
錦
中
央
公

園
に
約
四
〇
〇
名

が
結
集
。
終
結
集

会
で
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
に
反

対
し
平
和
を
守
る

取
り
組
み
に
全
力

を
あ
げ
る
事
を
全

体
で
確
認
し
、
田

中
議
長
（
八
王
子

地
区
本
部
委
員
長
）

の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
行
進
を
締
め

く
く
っ
た
。

6/16　八王子地区本部

6/18　新橋支部

三多摩平和運動センター 田中議長 （八王子地区本部委員長）
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〒163-0456

当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

＜引受保険会社＞

＜募集代理店＞

アフラック　東京第二法人営業部

アベニール株式会社

初めて診断確定されたとき

入院したとき　       　　　　　入院給付金

通院したとき　       　　　　　通院給付金

手術したとき　       　　　　　手術治療給付金

訪問面談サービスと専門医紹介

AF006－2014－0593 11月6日(161106)

（2014 年 10 月 10 日現在）◆ 月 払 保 険 料（ 集 団 取 扱 ）
新 生 き る た め の が ん 保 険 D a y s  A プラン
入 院 給 付 金 日 額 10 , 0 0 0 円 　定額タイプ  解 約 払 戻 金 な しタイプ
保 険 料 払 込 期 間：終 身（ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ）

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・保険料率に
よって決まります。

10,000 円1 日につき

がんの場合

上皮内新生物の場合

10,000 円1 日につき

20万円1 回につき

20万円1 回につき放射線治療を受けたとき　          放射線治療給付金

※ Aプランの場合、抗がん剤治療給付金はご希望により取り外すことができます。

抗がん剤治療を受けたとき
（上皮内新生物は対象外）

治療を受けた月ごと

乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
治療を受けた月ごと

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新） 契約年齢：０歳～満８5歳
Aプラン　入院給付金日額10,000円の 場合

一時金として　100 万円

一時金として　 10 万円

◎詳しくは、「契約概要」等をご覧ください。

「がん」の保障 《新生きるためのがん保険Days 》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性 3,450円

3,800円

5,400円

5,370円 6,560円 8,050円

8,920円 14,110円

35歳 45歳 55歳 65歳

女性

コールセンター 0120-5555-95

電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822

診断給付金

10万円（給付倍率２倍）

5 万円（給付倍率 1 倍）

（更新後の保険期間を
 含め通算 600 万円まで）

（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）がん専門相談サービス プレミアサポート
東京都新宿区西新宿2-1-1  新宿三井ビル

※

国労東京労働講座 

7月25日(土) 13：30～
北区・岸町ふれあい会館（王子駅下車）

講 師 ： 鴨 田 弁 護 士

戦争法案成立を許さない

労働法制改悪を許さない

毎月第2
水 曜 日

初回は
　無料です

要予約

国労東京

法律相談

(  8 月はお休み  )

分散交流会風景

あいさつする佐藤議長

許

す

な

雇

用

破

壊

組

織

拡

大

へ

向

け

　

　

上

野

支

部

交

流

集

会

若
い
組
合
員
が
先
生

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
総
会

　
　
平
和
・
人
権
・
環
境
を
求
め
る

第４３回 国労東京野球大会
1 回戦・２回戦 ８/6（木）
準　決・決勝戦 9/3（木）
              予備日 9/17（木）

大井
スポーツセンター
野球場
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東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
五
月
二
七
日

に
田
町
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
二
七
回
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。

　

佐
藤
議
長
（
私
鉄
東
京
・
東
急
バ
ス
）
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
二
〇
一
四
年
度
の
活

動
報
告
や
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
今
年

度
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
、
①
平
和
・
人
権
・

民
主
主
義
の
憲
法
理
念
の
実
現
を
目
指
す
。　

②
世
界
の
平
和
と
安
全
保
障
。
③
核
兵
器
廃

絶
。
④
原
子
力
政
策
の
転
換
。
⑤
人
権
の
確
立
。

⑥
環
境
・
食
の
安
全
。
な
ど
の
取
り
組
み
を
中

心
と
し
た
方
針
案
が
全
体
で
承
認
さ
れ
た
。

　

新
役
員
に
は
、
引
き
続
き
私
鉄
東
京
か
ら
佐

藤
議
長
が
選
出
さ
れ
、
国
労
東
京
か
ら
も
鎌
田
委

員
長
が
常
任
幹
事
に
、
三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
か
ら
田
中
議
長
（
国
労
八
王
子
地
区
本
部
委
員

長
）
も
常
任
幹
事
に
選
出
さ
れ
、
国
労
も
東
京
の

平
和
の
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
し

た
。

　

最
後
に
総

会
宣
言
を
読

み
上
げ
、
全

体
で
平
和
・

人
権
・
環
境

を
守
る
取
り

組
み
を
前
進

さ
せ
る
決
意

を
固
め
あ

い
、
総
会
は

終
了
し
た
。

上
野
支
部
は
六
月
一
五
日
〜
一
六
日
に
、
越

後
湯
沢
に
お
い
て
第
六
回
上
野
支
部
組
織
対
策
交

流
会
を
開
催
し
た
。

　

昨
年
上
野
駅
で
二
名
の
若
い
仲
間
が
加
入
し
た

の
を
受
け
、
今
回
は
「
若
い
人
の
気
持
ち
を
聞
い

て
み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
東
京
地
本
中
嶋
青

年
部
長
に
講
演
を
お
願
い
し
た
。

　

中
嶋
青
年
部
長
は
「
若
い
人
は
、
労
働
組
合

は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
が
、
活
動
に
は
興
味

が
あ
る
。
仲
間
、
特
に
同
期
を
大
切
に
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
や
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
な
ど
の
訴
え
を
行
い
、
ま
た
、
昨
年
上
野

駅
で
加
入
し
た
佐
々
木
さ
ん
か
ら
は
「
労
働
条

件
な
ど
の
改
善
で
、
職
場
を
良
く
し
て
い
き
た

い
。
国
労
加
入
の
呼
び
か
け
方
法
を
も
う
少
し

工
夫
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
」
な
ど
の
話
が

さ
れ
た
。

　

分
散
会
や
職
場
の
報
告
で
は
、「
加
入
を
躊
躇

（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）
し
て
い
る
人
に
勇
気
を
出
し

て
説
得
す
る
」「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

職
場
に
分
会
を
作
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」「
自

分
自
身
が
運
動
に
確
信
を
持
っ
て
訴
え
る
」「
加

入
用
紙
を
渡
し
て
訴
え
な
い
と
、
決
意
し
て
も

ら
え
な
い
」「
分
会
活
動
を
活
発
に
し
、
新
聞

の
発
行
・
掲
示
板
の
活
用
を
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
は
効
果
が
大
き
い
」
な
ど
こ
れ
ま
で
に

な
い
積
極
的
な
意
見
も
出
る
よ
う
に
な
り
、
参

加
者
の
意
識
は

今
ま
で
よ
り
一

歩
前
進
し
た
と

感
じ
取
れ
た
。

東
京
地
本
松

川
書
記
長
か
ら

は
「
組
織
拡
大
の

障
害
は
自
分
の
中

に
作
っ
て
い
る

壁
。
若
手
と
向
き

合
う
こ
と
に
対
す

る
壁
を
な
く
す
こ

と
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
、
ま
と
め

は
鈴
木
書
記
長
か

ら
、「
分
会
活
動

を
活
性
化
し
、
加

入
の
決
断
を
促
す

取
り
組
み
を
強
め

よ
う
」
と
、
各
職

場
で
の
取
り
組
み

の
展
開
を
求
め
、

交
流
会
は
終
了
し

た
。


